代表者に証明いただく前に事前確認を済ませてください。
 様式１　　　　　　　　　　　　　　　実 務 経 験 証 明 書（記入例）
	ふりがな
	ぐんま　たろう
	生年
月日
	
昭和○○年１１月１１日

	氏　　名
	群馬　太郎
	
	

	現 住 所
	〒371-8570　前橋市〇〇町１－１－１ （TEL　０２７－〇〇〇－〇〇〇〇）

	勤務先の名称及び所在地
	名　称
	○〇電気株式会社　(TEL　０２７-○〇○－○〇〇〇）

	
	所在地
	〒３７１－○○〇〇　前橋市○〇町１－１－１

	実　務　経　験　の　期　間　及　び　内　容

	所属部署及び
役職名
	期　 間
	職　務　の　内　容

	本社工務部工事課






 (
ここに記述してある内容は一例ですので、
実際の業務
経験内容に合
わせて
修正してください。
)
	

令和○年〇月〇日
　　　～
令和〇年〇月〇日



	※ 一般用電気工作物に係る工事を記載する場合
（第二種電気工事士免状取得　平成〇年〇月〇日　群馬県第○〇〇〇号）
左記の期間中、主任電気工事士の監督のもとで、一般用電気工作物の新設、増設、改修工事に作業者として従事し、主に引込線の新設、幹線工事、分電盤設置工事、分岐回路の増設工事、照明器具、コンセントの設置工事等を行なった。
実施回数は〇〇〇回。

※ 自家用電気工作物に係る工事を記載する場合
左記期間中に、電気主任技術者の指導監督のもとで、最大電力500kW以上の自家用電気工作物の新設及び改修工事に作業員として従事した（従事件数〇〇件）。
工事の内容については、配線工事、分電盤・照明器具等の取付け、受変電設備の設置・改修工事等。主な従事工事は以下のとおり。
○○工場○○設備新設工事（受電電圧6600V、契約電力650kW）
令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日
○○社○○事業所電気設備工事（受電電圧6600V、契約電力1500kW）
令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日
○○ビル電気設備改修工事（受電電圧6600V、契約電力730kW）
令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

	通 算 期 間
	　〇年〇か月
	

	上記のとおり、実務経験を有することを証明します。
　　　　　　　　　　　令和○年〇月〇日 　　   　　登録・届出　　（電気工事業の登録番号を記入）
  　　　　　                                    　(群馬県知事　　  第○○〇○○号）
   所在地　〒３７１-○○○○　前橋市○○町１－１－１
法人名(法人以外の場合にあっては事業所名）　　○〇電気株式会社
 (
雇用者（法人代表者）による証明となります。
営業所長等の証明は代表者からの委任状を添付してください。
)　代表者氏名（法人以外の場合にあっては任命権者等の氏名）　代表取締役社長　　○山　×助 　㊞　　　　


※記載にあたっての注意事項は次ページに記載してありますので、確認のうえ、作成してください。


※「職務の内容」は記入例を参考にして詳細に記載してください。記載してある内容はあくまで例となりますので、実際の従事経験内容に合わせて作成してください。
　自家用電気工作物の実務経験の場合は、代表的な現場名、従事期間及び契約電力を記載してください。
※証明欄に記載する登録番号は、電気工事業の登録番号です（建設業許可の番号ではありません）。
証明をする電気工事業者がみなし登録を受けている場合は、「届出」業者としてください。
※電気工事業を業とする会社が電気工事業法無登録（無届）であった場合、従事していても実務経験に算入できません。ただし電気工事業を業としていない会社（食品工場や工業製品工場等）であって、自社工場の電気工事については実務経験に算入することができます。自社工場の実績であることのほか、自社の受電電圧と契約電力を記載してください。
※証明者の印は法人の場合は代表取締役印（社印不可）、個人の場合は実印としてください。営業所長や支店長による証明の場合は、代表者から営業所長等への委任状を添付してください。
※事前確認にあたっては、記入いただいた実務経験証明書を群馬県電気工事工業組合へ送付してください。（ＦＡＸ：０２７－２５２－６４８９）
　確認ができましたら、群馬県消防保安課又は群馬県電気工事工業組合から連絡いたします。
